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生成型AI／ChatGPT活用のすすめ方

0

調 査 ・ 企 画 実 証 実 行 ・ 知 見 の 蓄 積
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「手触り感」の習得1
① 生成AIに係る基礎知識の講義

➁ ChatGPT利用ハンズオン研修

③Azure OpenAI Service試用環境構築

検討メンバーが、生成AIの得意、不得
意についての「手触り感」を持つ。

ユースケース

アイデア創出

課題の特定
2
①業務課題・アイデアの可視化

②テーマリストアップと優先順付け

業務課題からChatGPT活用アイデアを
リストアップし、ビジネスインパクト
に対する仮説をリストアップする。

課題検証（PoC）3
① PoC環境構築

➁ PoC実行、課題解消の可否を検証

課題の解消が可能で、実運用が問題な
いことを確認する。

実運用と社内展開4
①環境整備（利用規則の設定）
➁環境整備（システム）
➂実運用後モニタリング

・利用規則違反の監視
・性能、課金、利用頻度等の

システムモニタリング
④全社展開

ソフト面、ハード面の環境を整備し、
実運用をスタートする。
また、実運用結果をモニタリングする
仕組みを構築し、適用ユースケースの
数を増やしていく。

特
徴

トランスフォーマー登場以前より自然
言語処理技術を研究してきた研究員に
よる「手触り感」の伝授

オンサイトだけでなくバーチャルリア
リティ空間を利用した遠隔対応も可能
当社ファシリテーターがお客様の課題、
アイデアの引き出し支援

AI製品利用環境、MLOps環境、Azure
環境等、クラウドセキュリティ等、関
連する技術知見が豊富なエンジニアに
よるPoCサポート

AI製品利用環境、MLOps環境、Azure
環境等、クラウドセキュリティ等、関
連する技術知見が豊富なエンジニアに
よる実行サポート

1 day 2days ～ 3days 10weeks ～ …and go on!
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① 生成AIに係る基礎知識の講義1「手触り感」の習得

調 査 ・ 企 画

「手触り感」の習得1
① 生成AIに係る基礎知識の講義

➁ ChatGPT利用ハンズオン研修

③Azure OpenAI Service試用環境構築

検討メンバーが、生成AIの得意、不得
意についての「手触り感」を持つ。

トランスフォーマー登場以前より自然
言語処理技術を研究してきた研究員に
よる「手触り感」の伝授

1 day

１．そもそもAIって何？

・AIって何？

・教師あり機会学習

２．GPTファミリーの技術概要

・GPT系モデルの入出力パターン

・学習の概要（GPT関連の歴史）

３．何が新しいのか？

・不可能を可能にした技術

・学習データ量の問題

・問題難易度の問題

４．ChatGPTを使うには？

・そのChatGPTとは、どのChatGPT？

・ChatGPTを利用する４つの方法と注意点

・APIで提供される主要モデル

講義アジェンダ（イメージ）

５．適する使い方、適さない使い方

・GPT系モデルの長所

・GPT系モデルの短所

・プロンプトインジェクション脆弱性

・適する使い方

・よくみる活用領域

６．実用化するうえで持つとよい観点

・近未来：道具を使うLLM

・現在の例：検索エンジンを使うLLM

・今後の動きの予想

+業界別ユースケース集 等

講義受講型
講義中心で明確な作成物
はありません

所要時間

効果

実施内容

形式・成果

弊社の生成AI研究員によ
る講義・議論

生成AI技術の概要理解

2h
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ハンズオン演習型
体験中心で明確な作成物
はありません

2

➁ ChatGPT利用ハンズオン研修1「手触り感」の習得

実行タスク（仕事）
プロンプトエンジ

ニアリング

×

ニーズ タスク

知りたい 情報検索

把握したい 文書要約

思考整理し
たい

案や思考観点の
列挙

例が欲しい
指定トピックに
係る例文作成

作文したい
文書作成・校正
文書翻訳

コード作成
コード校正

コード解説

プログラミ
ングしたい

最新のモデルを使用する

指示をプロンプトの最初に配置し、###
または"""で指示と文脈を分ける

望む文脈、結果、長さ、形式、スタイル
などについて具体的で詳細に記述する

例を使って望む出力形式を明示する

ゼロショットから始め、効果がなければ
ファインチューニングを行う

曖昧で不正確な表現を減らす

やってほしくないことだけでなく、代わ
りにやってほしいことも記述する

コード生成には、特定のパターンに誘導
する「leading words」を使用する

頼み方

調 査 ・ 企 画

「手触り感」の習得1
① 生成AIに係る基礎知識の講義

➁ ChatGPT利用ハンズオン研修

③Azure OpenAI Service試用環境構築

検討メンバーが、生成AIの得意、不得
意についての「手触り感」を持つ。

トランスフォーマー登場以前より自然
言語処理技術を研究してきた研究員に
よる「手触り感」の伝授

1 day
所要時間

効果

実施内容

形式・成果

参加者によるChatGPT
活用体験

現時点の生成AIを操作す
ることによる手触り感の
習得

1h
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③ Azure OpneAI Service 試用環境構築1「手触り感」の習得

調 査 ・ 企 画

「手触り感」の習得1
① 生成AIに係る基礎知識の講義

➁ ChatGPT利用ハンズオン研修

③Azure OpenAI Service試用環境構築

検討メンバーが、生成AIの得意、不得
意についての「手触り感」を持つ。

トランスフォーマー登場以前より自然
言語処理技術を研究してきた研究員に
よる「手触り感」の伝授

1 day
所要時間

効果

実施内容

形式・成果

ChatGPT利用環境整備

社内利用促進、ユーザの
理解促進、活用アイデア
実現の下地作り

試用環境用ドキュメント

実装範囲に依存

要件確認

システム環境
セキュリティ
運用既往

調達

Azure契約

環境構築

Azure環境構築
ドキュメント作成

フォロー

問合せ対応

下記構成はイメージです。
お客様環境に合わせて、
カスタマイズします構築環境イメージと進め方
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2
ユースケース創出＆

課題特定

2
ユースケース

アイデア創出

課題の特定

4

アイデア創出ワークショップ

AI活用、DXテーマ創出で培ったワークショップを生成型AI活用テーマに拡張

 アイディアを生み出す「シンプルな問い」

 アイディアを「交流させて進化」を促す

 リモートの場合でも「VR空間／メタバース感」を活用したワークショップが可能

※お客様の生成型AIの活用度合いにより、アイデアソン、ハッカソン運営のご支援も対応できます。

ユースケースを特定し、活用アイデアをリストアップ

①業務課題・アイデアの可視化

②テーマリストアップと優先順付け

業務課題からChatGPT活用アイデアを
リストアップし、ビジネスインパクト
に対する仮説をリストアップする。

オンサイトだけでなくバーチャルリア
リティ空間を利用した遠隔対応も可能
当社ファシリテーターがお客様の課題、
アイデアの引き出し支援

2days ～ 3days
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課題検証（PoC）の推進イメージ

解決課題の選定・解決策の創出を行い、PoCにより実効性を確認

3
10weeks ~

① PoC環境構築

➁ PoC実行、課題解消の可否を検証

課題の解消が可能で、実運用が問題な
いことを確認する。

AI製品利用環境、MLOps環境、Azure
環境等、クラウドセキュリティ等、関
連する技術知見が豊富なエンジニアに
よるPoCサポート

課題検証（PoC）

3
課題検証（PoC）

課題抽出

ディスカッション
によりお客様課題の

抽出と深掘り

対応案

業務フロー踏まえた
対応案・優先順位と
実装方法の検討

環境構築・検証

検証方法・計画の作
成、環境構築と

検証実行

成果報告

検証の取り纏め、
成果報告の実施
次フェーズ検討



Copyright ©2023 NS Solutions Corporation. All Rights Reserved.

企業内での利活用推進のポイントとご支援内容（サマリ）

6

ChatGPTを社内業務で利用する際のご支援をさせていただきます。

ポイント ご支援内容

活用目的のリード ・イシューの特定と深掘り
・システムへの組み込み方法の検討

導入サポート ・Azure OpenAI Service環境の構築
・プロンプトの上手な活用方法

セキュリティ
（利用者面・システム面）

・情報漏洩（個人情報、営業秘密）
・アクセス制御、ログ管理

費用 ・利用費用の概算
・コストの見える化
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